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第二章 災害概要

２６

 

被害情報などが多くなり、その対応に追われ始めると、電話連絡を行うことは困難と
なり、人の手を介在する連絡ルートは機能しなかった。

宝川内集地区に近い深川観測局では、土砂災害情報監視システムの雨量判定図が基準を
超えたため、芦北地域振興局から基準が超えたことを知らせるＦＡＸ送信されているはず
だが、市では他の大量のＦＡＸなどに紛れて確認できなかった。また、市に設置された端
末で確認することはできたが、通信回線の遅さなどから確認していなかった。

このページの図は、人と防災未来センター2003年7月水俣市土砂災害に関する調査報告書より抜粋 

図－１１ 熊本県防災情報伝達体制

図－１２ 水俣市深川観測所における雨量判定図
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���※死亡者、行方不明者は報道時点での発表数
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